
目指すべき姿 世界中の人々が何度も訪れたいと思えるグレードの高い南アルプス観光の確立

南アルプスユネスコエコパークを
核として、地域が有する自然、
歴史、文化、産業など本来の価
値を再認識し、磨き上げるとと
もに連携させ、観光のグレード
アップを図る。

○高付加価値観光の確立
○南アルプスブランドの確立
○観光に効果的なインフラ・交通網
○賑わいのある南アルプス地域
○活力ある県内経済の確立

施策の方向性 将来の姿

１ 自然環境の保全及び適正利用の推進
２ 魅力ある受入環境整備の推進
３ 安全・安心な観光地づくりの推進
４ 観光資源の発掘・磨き上げの推進
５ インバウンド観光の推進
６ プロモーション活動の推進

基本方針・展開方策

移行地域

南アルプスユネ

スコエコパーク

各地域の基本

的な方向

核心地域

国立公園の特別保護区がその多く
を占めるため、自然保護を基本とし
た観光の推進

緩衝地域

エコツーリズム、森林セラピー、
教育・研究など、自然を利用し
た持続可能な観光の推進

観光資源を連携させるとともに、
核心地域、緩衝地域とも連携し
た周遊観光の推進

３地域共通 ： インフラ整備、ホスピタリティーの向上、連携した観光商品の開発 等

南アルプス観光振興ビジョン概要版
計画期間
Ｒ２～Ｒ４

(１)高山植物等保護活動の推進

(２)登山者の環境保全意識の
啓発

(３)登山道・山岳トイレの整備

(４)マイカー規制の実施

(１)宿泊施設の充実
(２)交通手段の確保
(３)道路等のインフラ整備
(４)周遊観光ルートの開発
(５)広域的な観光連携の強化
(６)人材の育成及び雇用環境

の充実

(１)安全登山意識の普及啓発

(２)誘導標識の整備

(３)計画的な危険箇所の整備・
解消

(１)魅力ある観光名所・拠点の
整備

(２)文化財や伝統芸能等の観光
への活用促進

(３)特産品を活用した観光振興
の充実

(４)体験型旅行商品の充実

(１)多言語表記・案内の充実

(２)Wi-Fi未整備エリアの解消

(３)電子決済の導入

(１)戦略的なＰＲ及び観光キャ
ンペーンの実施

(２)海外に対するプロモーショ
ン活動

○推進体制
地元住民、観光事業者、関係団体、

教育機関などが、それぞれの役割を果
たしながら相互に連携した地域総参加
の推進

○数値目標
この取り組みの実績は、上部計画で

ある「やまなし観光推進計画」の数値
目標に含むものとする。

1 ２ ３ ４ ５ ６

関係機関の

連携・協力

課題整理

協力体制の構築

具体的施策の展開

他地域・他産業へ

の波及、相乗効果


